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し
）

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
一
九
七
三
か
ら
八
四
年
に

か
け
て
ス
ペ
イ
ン
留
学
、
ス
ペ
イ
ン
建
築
史
、
お

よ
び
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
研
究
に
従
事
す
る
。
一
九
八

三
年
に
ス
ペ
イ
ン
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
統
合
機
関「
ス

ペ
イ
ン
学
術
院
」
よ
り
研
究
成
果
と
し
て

が
出
版
さ
れ
る
。

一
九
九
四
年
博
士
論
文
『
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
の
組
成

論
的
研
究
』
に
て
工
学
博
士
号
取
得
（
名
古
屋
工

業
大
学
）。
二
〇
〇
〇
年
よ
り
神
奈
川
大
学
経
営
学

部
教
授
。

﹇
主
要
著
書
﹈

『
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ウ
デ
ィ
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九

八
五
年

『
ガ
ウ
デ
ィ
の
建
築
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
八
七
年

『
ガ
ウ
デ
ィ
の
七
つ
の
主
張
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九

九
〇
年

『
建
築
家
ガ
ウ
デ
ィ―

そ
の
歴
史
的
世
界
と
作
品
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

『
ガ
ウ
デ
ィ
建
築
の
ル
ー
ツ―

造
形
の
源
泉
か
ら
ガ

ウ
デ
ィ
に
よ
る
多
変
換
後
の
最
終
造
形
ま
で
』
鹿

島
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年

（
共
著
）

『
ガ
ウ
デ
ィ
、
か
た
ち
の
探
求
』
東
京
都
現
代
美
術

館

－

読
売
新
聞
、二
〇
〇
三
年（
共
著
、翻
訳
・
監
修
）

ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
（
一
八
五
二
-一
九
二
六
）

ス
ペ
イ
ン
の
建
築
家
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
建
築
教
育

を
受
け
、
ゴ
シ
ッ
ク
と
イ
ス
ラ
ム
組
積
造
の
伝
統

を
発
展
さ
せ
、
自
由
な
架
構
、
自
然
の
有
機
性
に

鼓
吹
さ
れ
た
曲
面
曲
線
に
富
ん
だ
独
自
の
ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
を
生
み
出
し
た
。
代
表
作
は
カ

サ
・
ビ
セ
ン
ス
（
一
八
八
三
-八
五
）、
パ
ラ
シ
オ
・

グ
エ
ル
（
一
八
八
六
-九
〇
）、
コ
ロ
ー
ニ
ア
・
グ

エ
ル
教
会
堂
（
一
八
九
八
-一
九
一
四
）、
グ
エ
ル

公
園
（
一
九
〇
〇
-一
四
）、
カ
サ
・
バ
ト
リ
ョ
（
一

九
〇
五
-〇
七
）
カ
サ
・
ミ
ラ
（
一
九
〇
六
-一
〇
）

な
ど
。
一
八
八
三
年
以
来
サ
ク
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
聖
堂
の
主
任
建
築
家
と
な
り
、
東
袖
廊
外
側
を

建
て
た
が
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
に
よ
っ
て
未
完

に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
未
完
な
が
ら
詳
細
な
模

型
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
工
事
中
で
あ
る
。

（
新
潮
社
『
世
界
美
術
辞
典
』
よ
り
抜
粋
、
た
だ
し
一
部
修
正
）

⇦
ア
ン
ト
ニ
・
ガ
ウ
デ
ィ
、
デ
ス
マ
ス
ク



まえがき

凡例／参考文献、および同略号

第 1部　ガウディ全文録
第 1章　修学時代
（番外）洗礼記録
1．中等教育時代
2．バルセロナ文学大学科学学部時代
3．県立バルセロナ建築学校校長への申請書
4．レウス市立博物館所蔵メモ

注解Ⅰ　ガウディの学業成績

第 2章　ガウディ・ノート
1．ガウディ日記
2．『ロラン、マドリード』

注解Ⅱ　ガウディのデザイン・ソース
　　　　̶ロラン写真集発注用メモ̶
3．装飾に関する覚書

第 3章　修学以降の文書資料
1．レウス市立博物館所蔵メモ
2．プラガマンス計画案
3．バルセロナ市街灯 
4．カタルーニャ建築家協会への入会
5．国内労働促進協会での装飾美術展
6．ティモテウ・パドロスへの書簡
7．ホセ・ビダールへの書簡
8．バルセロナ市庁舎大階段と市議会「百人会議室」
修復工事計画に関わる書簡、見積り、および報酬

9．アストルガ司教館関連
10．バルセロナ市長への感謝状
11．セルト作ビック大聖堂装飾用下絵に関する答申
12．ジュゼップ・マリア・マニックへの書簡
13．ジュアン・マラガイへの書簡
14．ジュゼップ・ピン・イ・スレールへの書簡
15．アントニ・ルビオー・イ・リュックへの書簡
16．ドゥメナク・スグラーニャスに対する保証書
17．カサ・ミラの竣工に関わる証明書
18．ジュゼップ・カナレータへの書簡
19．ジュゼップ・トーラス・イ・バジャスへの書簡
20．マンレッサ教会堂修復に関する所見
21．サグラダ・ファミリア贖罪聖堂：埋葬を目的とし

た地下礼拝堂計画
22．両親の供養基金申請書
（番外）死亡記録

第 2部　ガウディ語録
第 1章　バルゴス収集語録
　　　　『ジュアン・バルゴスのガウディとの会話』

第 2章　マルティネイ収集語録
　　　　『ガウディ自身が語るサグラダ・ファミリア聖堂』

第 3章　その他のガウディ語録

第 4章　プッチ・ブアーダ収集語録
　　　　『ガウディの思想』

あとがき／索引

目　　次 本書の構成

■第１部は消失を免れたガウディ直筆の文書を建築家の資格を取得するまでの修学時代と、それ以降の文書類 26 種

類、全 66文書であり、番外として洗礼記録と死亡記録を挿入した。また生まれ故郷レウスの博物館に残されたノー

トについては別に１章をもうけ、記述年代順に収録する。

■本書の総合的理解を目的として、編訳者による２編の論考を収録、「注解Ⅰ　ガウディの学業成績」では資料不足

でこれまで曖昧にされてきたガウディの学業成績を全面的にチェックし、当時の学生の社会的地位などを考慮しな

がら、学生時代のガウディをどう評価すべきかを再検討する。「注解Ⅱ　ガウディのデザイン・ソース」では第１

部第２章「２．『ロラン、マドリード』」に記される写真資料のメモを詳細に分析する。これは19世紀後半にフラン

ス人写真家ジャン・ロランによって撮影された写真についての覚書であり、ガウディ建築のデザイン・ソースのひ

とつとして受け取れるものである。併せてガウディが書き残したロランの写真のうち、現存する162点を掲載する。

■第２部はガウディの生前を知る、ジュアン・バルゴス・マソー（1894-1974）、セザル・マルティネイ・イ・ブルネー

（1888-1973）の著作に遺された全語録に加えて、ガウディ生前に新聞や雑誌記事などに出現したコメント類など

も新たに収集した。

■本書では第１部第２部とも編訳者による詳細な注を付し、また巻末に索引を入れた。

⇨
本
文
版
面
見
本
（
35
％
縮
小
）

⇦
本
文
版
面
見
本
（
35
％
縮
小
）

　
　
編
訳
者
の
こ
と
ば

　

研
究
は
単
な
る
自
己
満
足
で
は
な
く
、
多
少
な
り
と
も
社

会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
ガ
ウ
デ
ィ
研

究
の
社
会
へ
の
貢
献
と
な
れ
ば
、
先
ず
は
正
し
い
情
報
の
発

信
が
そ
の
基
礎
と
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
正
し
い
情
報
こ
そ

が
、
真
実
の
ガ
ウ
デ
ィ
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
こ
と
の
で
き

る
最
善
の
道
で
あ
り
、
真
実
の
ガ
ウ
デ
ィ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も

の
を
学
ん
で
こ
そ
、
人
々
の
有
益
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
特
に
作
品
の
多
く
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
今
日
、
ガ
ウ

デ
ィ
建
築
は
専
門
領
域
の
枠
を
超
え
、
幅
広
く
一
般
に
も
影

響
を
与
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
高
校
の
美
術
教
材
で
は

２
頁
見
開
き
で
扱
わ
れ
、
歴
史
の
教
科
書
の
表
紙
を
飾
る
ガ

ウ
デ
ィ
建
築
。
こ
の
意
味
で
、歴
史
上
の
建
築
の
な
か
で
も
っ

と
も
影
響
力
を
持
つ
建
築
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
本
書
の
よ
う
な
第
一
次
資
料
集
出
版
の
最
大
の

目
的
は
、
ガ
ウ
デ
ィ
自
身
が
書
き
記
し
、
語
り
述
べ
た
言
葉

を
日
本
人
な
ら
誰
し
も
手
の
届
く
存
在
に
す
る
こ
と
に
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
誤
っ
た
風
説
や
伝
聞
、
根
拠
の
な
い
思

い
込
み
や
偏
見
が
多
少
な
り
と
も
減
少
す
る
こ
と
を
願
う
か

ら
で
あ
り
、
よ
り
真
実
に
近
い
ガ
ウ
デ
ィ
に
接
近
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
よ
り
正
確
な
ガ
ウ
デ
ィ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
り
、
ガ
ウ
デ
ィ
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
を
期
待
で
き

る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
と
が
き
よ
り
）
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資
料
集
出
版
の
最
大
の

目
的
は
、
ガ
ウ
デ
ィ
自
身
が
書
き
記
し
、
語
り
述
べ
た
言
葉

を
日
本
人
な
ら
誰
し
も
手
の
届
く
存
在
に
す
る
こ
と
に
あ
ろ

う
。
こ
れ
に
よ
り
、
誤
っ
た
風
説
や
伝
聞
、
根
拠
の
な
い
思

い
込
み
や
偏
見
が
多
少
な
り
と
も
減
少
す
る
こ
と
を
願
う
か

ら
で
あ
り
、
よ
り
真
実
に
近
い
ガ
ウ
デ
ィ
に
接
近
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
よ
り
正
確
な
ガ
ウ
デ
ィ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
り
、
ガ
ウ
デ
ィ
か
ら
多
く
を
学
ぶ
こ
と
を
期
待
で
き

る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
と
が
き
よ
り
）
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三
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八
四
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ペ
イ
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留
学
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ス
ペ
イ
ン
建
築
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、
お

よ
び
ガ
ウ
デ
ィ
建
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研
究
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従
事
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一
九
八
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に
ス
ペ
イ
ン
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
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合
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関「
ス
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イ
ン
学
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成
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九
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バ
ル
セ
ロ
ナ
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教
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シ
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ス
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積
造
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伝
統
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自
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鼓
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聖
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家
と
な
り
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廊
外
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建
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た
が
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事
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に
よ
る
死
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っ
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